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論文の内容の要旨
　本論文は，為替レートと経常収支の実証分析を中心とする，開放体系のマクロ経済学についての四つの実証研
究から構成されている。
　第1章は，為替レートの変動に応じて市場別に輸出価格を設定するという，いわゆる市場別価格付け（PTM，
prici㎎一to－market）を日本企業が行っているのではないかという考えがどの程度妥当性をもっているのかについ
ての実証分析である。Kasa（五992）は，為替レートのショックを受ける不完全競争下の企業が，費用を伴って
数量調整を行うという理論的枠組みを使って，実証モデルを提唱した。本研究では，Kasaが考慮した一時的に
激しく変動する為替ショックに加えて，緩やかで持続的に変化する需要ショックも考慮して実証分析をしている
のが特徴である。対象は日本から米国とドイッヘの輸出について行われている。分析の結果，市場別価格付けよ
りも調整費用のほうが重要な要因になっていること，需要ショックが半数の財について重要な要因になっている
こと，市場別価格付けは日本という国の特徴ではなく，むしろ産業の特徴と考えるべきであること等の興味深い
結論を得ている。
　第2章は，日本の貯蓄，資本ストック，財政変数（政府負債，政府支出，政府税収）等の変数についての長期
時系列データと日本の経常収支についての長期時系列データに関して，共和分分析を用いて長期的関係の存在に
ついて研究したものである。開放経済における重複した世代モデルより，政府部門がない場合，政府部門を入れ
た場合について成立する理論的な長期関係を考慮して，実証的ないくつかのモデルを考慮している。Masson等は，
日本の経常収支は政府負債と長期的関係にあると主張した。しかし，この章の研究によれば，Masson等の研究
はデータをより長期に延長すると支持されないことが判明した。さらに，政府支出と政府税収の変数を用いれば
比較的に安定した長期的関係が発見され，さらに，誤差修正モデルを用いれば，短期的な不均衡が比較的に速や
かに修正される等の結論を得ている。
　第3章は，カナダとメキシコの二国について，交易条件ショックがそれぞれの国内消費と国内生産にどのよう
な動的なマクロ経済的波及を示すのかについて，構造的なベクトル自己回帰分析によって実証的に調べたもので
ある。カナダとメキシコの経済は，多様な生産部門をもつという特徴をもっているが，交易条件のような外的
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ショックは生産部門の多様性によって緩和されるという興味深い発見をしている。
　第4章は，先物為替レートと次期の直物為替レートの関係についての実証研究である。先物為替レートと次期
の直物為替レートの関係は，実証的に変則的な結果になることが知られている。McCa11壮mは，中央銀行が政策
的に利子率を操作するので，この政策ルールが，カバーされない利子率平価条件をとおして，為替レートに影響
し変則的な結果をもたらすのではないかと主張した。この章では，中央銀行が為替レートの変動方向を反対方向
に向けるような（leaning　againSt　the　Wind）介入政策を行う場合の政策ルールを導入して，英国ポンド，日本円，
ドイツマルクについて実証分析を行っている。実証分析の結果，McCa11u肌の利子率政策は実証的に支持されず，
為替レートヘの介入政策がうまく変則性を説明できるという結論を得ている。
　なお，第3章は，国際シンポジュウムにおいて報告され，採択審査を受けて著書Ec㎝o㎜ic　and　Financia1Cy－
c1es　and　NAFTAに掲載予定になっている。第4章でも，国際シンポジュウムにおいて報告され，シンポジュウ
ムの著書Co狐petitiveness　in玉ntemati㎝a1跳siness　and　Trade，Volumeユ（互ntemati㎝aげinance）に掲載予定で
ある。
審査の結果の要旨
　本論文は，為替レートと経常収支に関する開放体系のマクロ経済学の四トピックについて，さまざまな計量経
済学的手法を用いて，興味深い実証緒果を得たものである。それぞれのテーマについて，経済理論に依拠したモ
デルに即して，ていねいに計量分析を行っている。いずれのトピックについても，著者の経済学的なセンスと計
量分析の力量を示すような分析と結論になっている。経済理論や計量経済学について新しい分析手法を提示して
いるわけではないが，応用経済学の論文としては高く評価できる。
　よって，著者は博士（社会経済）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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